
 日時： 2017年3月14日（火） 19:30～21:10 

 杏林大学大学院医学研究科 糖尿病・内分泌・代謝内科  

※『日糖協療養指導医』取得の為の講演会として申請中。『CDE岐阜』認定講座として申請中。 ※会終了後、情報交換会を予定しております。 

高齢糖尿病患者に対する治療では脳梗塞、心疾患などの大血管障害や認知症の発症をなるべ
く少なくすることが重要となる。そのためには、血圧、脂質の包括的管理は当然のこと、糖
尿病では昨今注目されている質の良い血糖管理を目指す必要がある。質の良い血糖管理のた
めには、血糖変動を少なくして、低血糖、特に重症低血糖が起こりにくい薬剤を選択する必
要がある。その中でも、DPP-4阻害薬のリナグリプチンが高齢者に適していると考えられる
エビデンスも合わせて解説したい。 

  岐阜市長良福光2695-2  Tel: 058-295-3100 

                                 
              座長： 岐阜大学大学院医学系研究科  

                                 
  

  演者：  

高齢者糖尿病治療を考える会 in岐阜 

第6回 

 19:30～19:40 製品紹介 日本イーライリリー株式会社 

19:40～21:10 
                   【特別講演】 

分子・構造学講座内分泌代謝病態学分野  教授   武田 純 先生 

 会場： 岐阜都ホテル    

講師 保坂 利男 先生 

  

   

    『高齢者糖尿病に対して、どう治療するべきなのか？？』 

共催： 日本イーライリリー株式会社  日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社  
後援： 岐阜県糖尿病対策推進協議会 
 


